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　久慈ポニーSAMURAI FUTURESは中学校２年生1人、
１年生15人で活動する硬式野球のクラブチームです。
　ポニーリーグ連盟に所属し、全国の加盟チームと試合
を行っています。久慈地域から野球をやりたいメンバー
が所属。部活動との両立も可能で、陸上や文化部などに
入りながらプレーしている選手もいます。明るく楽しい
雰囲気の中でも意識を高く持ち、ライバルと競い合って
います。
　久慈地域を中心に、男女問わずメンバーを受け入れま
す。地域の仲間と一緒に野球に打ち込んでみませんか。
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真剣に野球に向き合
い、活動しています

メンバーで記念撮影

■海外リーグでプレー
　小学校で野球を始め、久慈高等
学校や岩手大学ではキャプテンも
務めました。大学卒業後は教員と
して釜石中学校に勤務。ポーラン
ド国内１部リーグのシレジア・リ
ブニクで監督を務める秋田出身の
人と縁があり、海外のことや指導
法を学んでいました。その人が引
退する際に監督の打診を受け、一
生に一度の機会と思い挑戦を決意。
教員を退職し、選手兼監督として
２７歳から３年間プレーしました。
■技術を地域に還元
　オフシーズンに海外で学んだこ
とを地域の子どもたちに還元しよ
うと、令和５年の12月に野球教室
を設立。子どもたちに指導するな
かで、野球人口が減り、野球をす
る機会が限られている状況が聞こ

えてきました。高校野球での経験
や応援してもらった地域への感謝、
久慈地域でまとまっていきたいと
いう思いもあり、市内に無かった
硬式野球チームを立ち上げました。
■久慈から世界へ
　ポニーリーグ連盟は世界的にも
加盟数が多く、メジャーリーガー
の約７割がポニーリーグ出身です。
日本各地の加盟チームとの試合や
選抜チームとして世界の選手と戦
う機会もあり、子どもたちの視野
が広がる連盟だと思っています。
　チームのコンセプトは、なりた
い自分を目指す場所。子どもたち
には野球を通し、地域を飛び出し
多くの経験をして成長してほしい
と思っています。将来的に地元に
戻り、地域に貢献する人材を育て
ていきたいです。

　令和７年４月に、市内初の中学生硬式野球のクラブチーム「久
慈ポニーSAMURAI FUTURES」を立ち上げた濱端航大さん。海
外でプレーした経歴やチームを立ち上げた理由を伺いました。

野球を通して成長してほしい

海外での経験を生かし指導
野球を通して子どもたちの成長に携わる

代　　表：濱端　航大　さん
活動場所：久慈市営野球場　☎０８０－６０５４ー８３６０（代表濱端）
活  動  日：毎週火曜日１８時～21時、土・日曜日

濱端 航大 さん
はまばた　こうだい（天神堂 ・31歳)

Name

Profile
洋野町種市出身
HAMAKO BASEBALL　SCHOOL　代表
久慈ポニーSAMURAI FUTURES　代表・監督

■HAMAKO BASEBALL　SCHOOL
▶時間…月～金曜日１７時から２１時
▶場所…UBE　Ball　Park
▶住所…久慈市長内町35-123-19
☎080-６０５４ー８３６０

ProfileProfile

長内市民センター事業紹介

長内市民
　　センター
☎５２-７４００

有志で小学校の草取りを実施
　7月9日、久慈での生活を終え、故郷アメリカに
帰国します。この2年間で、日本のことや自分自身
についてなど本当に多くのことを学び、忘れられな
いたくさんの貴重な経験をすることが出来ました。
　久慈は、私がこれまで訪れた中で最も美しい場所
のひとつです。川沿いの散歩道や小袖海岸、山での
ハイキングなど久慈の自然の魅力に、いつも心が癒
されました。久慈の自然が本当に名残惜しいです。
　そして何より、日本語があまり上手く話せなかっ
た私を、いつも温かく迎えてくれた久慈の皆さんに
感謝しています。たくさんのすてきな人と出会い、
友達になれて幸せでした。
　私の言葉や文化を皆さんと共
有する機会をいただけたこと、
そして皆さんの文化を教えてく
れたことに心から感謝していま
す。お世話になりました。あり
がとうございました！

さようなら、久慈

エマ・ブランチェット さん

イリノイ州・23歳／久慈湊小、小
久慈小、大川目小、夏井小、平山
小、久慈中、夏井中を担当

充実の3年間を振り返って
令和４年８月着任。長野県出身。
短角牛に魅せられ、山形町内で
牛の生産や精肉販売に取り組む。

小野沢　りん さん
（おのざわ・りん　2５歳）

放牧した短角牛を気にかける小野沢さん

　私は山形町を拠点に、山形村短角牛を盛り上げるため幅広く活動
してきました。着任から2年目にかけては、短角牛生産農家のもと
で餌やりや徐糞作業などを手伝い、週一回放牧地の監視作業に従事
し、短角牛の育て方を学びました。平庭闘牛大会には女勢子として
参加。生産だけではなく、闘牛の面からも短角牛と関わりました。
　短角考房北風土さん、総合農舎山形村さんでは、短角牛肉の精肉
加工の技術を学び、協力隊3年目に「短角考舎おのざわ」という屋
号で短角牛専門の精肉店を開業。オンラインショップ限定でお肉を
販売するに至りました！3年間たくさんの人にお世話になりました。
ありがとうございました！
　7月末に卒隊となりますが、今後も山形村短角牛の生産
や精肉販売、闘牛大会での勢子などを続けていきます。応
援よろしくお願いします！ ▲オンライン

　ショップ

　５月22日に、地域住民25人の有志と長内小学校の
校庭の草取りをしました。
　今年創立150周年を迎える長内小学校。その節目
に開催される運動会で、児童にけがが無く、見に来
た人も気持ちよく観戦できるようにと、共通の志を
持った地域住民が集まって実現したボランティア活
動です。
　当日は朝から学校に集まり、９時から一斉に草取
りを開始。グラウンドでは運動会の総練習が行われ
ており、ダンスやリレー競走などを頑張っている児
童に大人も刺激され、一生懸命に草を取りました。
24日の運動会当日は肌寒い日でしたが、草取りの成
果もあり、事故などもなく運動会は大成功に終わっ
たとのことです。
　本事業を通して、草取りをする大人の姿を間近で
見た児童に、ボランティアの精神が芽生え、卒業後
に長内小ＯＢとして、草取りボランティアに参加し
てくれることを切に願っています。お気に入りの長内川の景色
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